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12月16日（日）  

納会 

１２：００～１５：００ 

◆参加者：冨永、新牛込（寛)(清）、

樋口（利)(友）、吉田、林、榊、

川上、迫、菊池（潤)（一）(泰)、

川内、岩尾、篠原 計１６名 

内容：前日は雨でしたが、みんな

の日頃の行いが良かったせいか

天気は良くなりました。午前中が

うん・え～会で午後からキャンプ

場で火を囲み豚汁や焼うどんを

食べながらの納会を行いました。

朝から納会班はキャンプ場で間

伐材の薪で火を熾し、女性陣が料

理の準備をし、豚汁をこしらえて

皆を迎えました。昼過ぎ、みんな

が集まったところで納会を始め

ました。美味しい豚汁、今年も立

派に育った朝採りの森会シイタ

ケ、焼き芋、焼うどん、焼きにん

にく等・・・美味しくいただき無

事今年最後の活動を終えました。

反省としては、前日の雨でカブ森

に置いてある薪が使えなかった

事、納会の予算を決めてなかった

ので材料の買い出しに困った等

がありました。 

【ふりかえりより】 

・今日キャンプ場でバーベキュー

をして、やきうどんをたべました。

ほかにもまきをくべたり、まきを

とりにいきました。たのしかった

です。（新牛込清） 

・2012 年最後のうんえー会も

無事終了し、美味しい豚汁をいた

だきながらの楽しい納会でした。

（林） 

・午前中はうんえー会で話が多く

て、時間がかかった。午後はおい

しい料理を食べて、楽しかった。

良かったです。（榊） 

1月1２日（土）  

カブ森Ｃ地区除伐 

１０：００～１５：００ 

◆参加者：静間、中嶋、榊、鎌田、

迫一、迫盛、榊、松雪、川上、冨

永、徳光、小川 R 計１２名 

内容：移動性高気圧のもと作業に

は絶好のコンディションでした。 

当初、間伐もする予定でしたが、

伐採するからには利用もしたい

ので、来年度の菌打ち用にとって

おくことにしました。その分東側

の雑木伐採に傾注しました。作業

は斜面班（中嶋）、北側班（松雪）、

南側班（迫盛）に分かれて行いま

した。斜面班はクヌギにかかって

きているネムノキの北側幹、ハゼ

ノキ２本を伐採。北側班はモッコ

ク、アラカシ、シリブカガシなど

中径木を中心に伐採、次回の作業

でクスノキ、アラカシなどの大径

木を伐採する際に障害となるも

のを除去しました。南側班はヤブ

ツバキ、ヒサカキの小木を中心に、

スギなどの中木も伐採、併せて伐

採木の集積場所を整備しました。 

伐採木の処理方式を切り刻んで

ヤードに入れる方式から、大雑把

な処理で集積する方式に変えた

ことから、予想以上に伐採するこ

とができ、東側がかなり広々とし

た感じになりました。今後更に東

側斜面に除伐を拡げていく予定

です。園内道路沿いのネズミモチ

萌芽枝も全て処理しました。事故

や怪我はなかったものの、伐採の

基本手順が必ずしも遵守されて

なかったり、つい近接作業になっ

てしまっていたりすることがあ

り、今後は作業に入る前に改めて

手順確認をすると共に、リーダー

が作業状況をしっかり把握する

ようにしようということになり
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ました。特に今回のようにベテラ

ンばかりの場合要注意だと感じ

ました。尚、伐採対象木、保存木

についてしっかり徹底できてい

なかったのが反省点でした。振り

返り時に岩尾さんから倉庫整備

計画についての説明があって、意

見交換をしました。 

現在の棚と同じものをあと２台

設置（但し２段でなく１段）する

と共に、床部分の嵩上げを行うと

いう方向で進めていくことにな

りました。 

【ふりかえりより】 

・久しぶりの森の作業、やっとノ

コギリが使えるようになりまし

た。（冨永） 

・ツバキ他５本程の中径木を間伐。

高木優勢の林らしい景観が出現

した。（岩尾） 

・新しい処理柵を作って、以前伐

ったスギの葉が片付いて良かっ

た。（迫盛） 

1月２６日（土）  

クヌギ生長調査、カブ森Ｂ地区除

伐 

１０：００～１５：４０ 

◆参加者：篠原、中嶋、阪下、松

雪、榊、山川、林、川上、菊池、

冨永、中嶋、折居 計 12 名 

内容：活動開始前から雪が降り、

一時はどうなることかと思いま

したが、なんとか人数もそろい、

まずはミーティング。前回活動時

に今後は作業前の手順確認を徹

底することとしていましたので、

伐倒作業前に行う安全確認の徹

底を呼び掛けるとともに、松雪さ

んからは伐木の手順（受け口や追

い口の注意事項等）についての説

明を行っていただきました。また、

今回体験参加させていただいた

私の友人の折居君の自己紹介を

済ませた後、道具準備と体操を行

いカブ森へ出発しました。作業は

生長調査班（篠原）、川沿い班（榊）、

斜面班（松雪）に３名前後が分か

れて行いました。生長調査班は、

毎年調査している A 地区の調査

区で行いました。東西南北４方向

の樹冠幅と幹まわり（周囲長）の

計測を、メジャーを使って行いま

した。生長や折れの影響を受けて、

樹冠幅は、昨年と大きく変わって

いる木もありました。幹まわりは

ほとんどの木が昨年よりも大き

くなっていました。普段見ていて

も木の生長はよくわかりません

が、データになると生長している

のがよくわかります。（詳細はｐ

５－６特集参照）。川沿い班は直

径１０ｃｍ前後のヤブツバキ３

本とアラカシ１本を事前に除伐

し、直径１８ｃｍほどのアラカシ

を見事伐倒しました。斜面班はま

ず直径２５ｃｍほどのタブノキ

の大物を狙い通りに斜面下へ伐

倒。その後直径１５ｃｍほどのア

ラカシ、ユズリハに挑みましたが、

伐倒方向と逆に偏心しており若

干手間取ったものの、ロープや滑

車を使い伐倒に成功しました。ま

だ除伐対象木は残っていますが、

今回の作業で川沿い、斜面もかな

り明るくなった印象です。午後か

らはバードウォッチングの講師

を終えられた冨永さんにも枝葉

の処理など手伝っていただき、怪

我もなく無事作業を終えること

ができました。なお、午後には前

回のＣ地区作業で中途半端にな

っていた材や枝葉の整理も少し

行いました。今回の作業でも大量

の材や枝葉が発生していますが、

置き場は一杯一杯の状態で見栄

えも決してよくはない印象です。

伐った後の材処理の方法を今後

のうんえー会等で検討していく

必要があるかと思います。 

【ふりかえりより】 

・久しぶりの作業参加で楽しく過

ごすことができました。（阪下） 

・ついに子供に見放され、今日は

一人での参加。午前中の雪も午後

は止み、晴れ間も見え大物の木も

切れ充実した一日でした。（菊池） 

・伐倒方向と逆に偏心しているタ

ブノキの伐倒に手間取ったがロ

ープ等をうまく使って伐ること

ができ満足です。（松雪） 

・初めて参加しました。楽しく作

業できました。（折居） 

2月１０日（日）  

ボランティア体験講座 

１０：００～１５：００ 

◆参加者：静間、岩尾、鎌田、松

雪、冨永、菊池（潤、泰）、迫盛、

榊、吉田、川上、体験者４名 

計１５名 
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内容：センター主催のボランティ

ア体験講座。森会活動を一般の方

に体験も交えて紹介する一日で

今日のメニューはカブ森での除

伐と間伐材を使ってのシイタケ

菌打ちでした。参加者は二組 4

名と寂しかったものの、J-COM

の体験取材や「海の中道海浜公

園・環境共生の森ボランティア」

の人達の見学もあって賑やかに

なりました。会の紹介や作業時の

注意などのオリエンテーション

のあと、センターの前で軽くスト

レッチをして東屋へ。途中キャン

プ場で午後の菌打ち担当班は分

かれて、火熾し、ササ茶の準備な

どにかかりました。伐採班は三班

に分かれ、体験班はＣ地区北側で

ヤブツバキなどを除伐しました。

ノコギリは使ったことがあるも

のの立木を伐るのは初めてとい

う男の子が伐り方を教えて貰い

ながら挑戦していました。

J-COM 班は松雪さんの指導の

もと直径２５ｃｍ程のスギを伐

採。伐倒予定方向に対して重心が

ズレていたのでロープやクサビ

を使っての大掛かりな作業でし

たが、無事予定方向に倒すことが

でき、番組出演者の若者も大興奮

でした。参加者が少なくて手の空

いていた 5 名はＢ地区でヤブツ

バキを伐りました。泰雅君は初め

て自分だけで木を倒した記念す

べき日になりました。昼前には案

内人とのミーティングを終えた

「海の中道海浜公園・環境共生の

森ボランティア」の人達が合流、

伐採の様子を暫く見学して貰っ

た後、一緒にキャンプ場に昼食に

向かいました。まずはササ茶のお

もてなし。その後イモやモチなど

いろいろ焼きながら交流を深め

ました。午後は昨年末間伐したク

ヌギを使ってのシイタケ菌の駒

打ち。冨永さんの説明、迫さんか

らの作業上の注意などがあって

作業開始。殆どが電動ドリル初体

験で、怪我をしないように慎重に

作業していました。30ｃｍ程の

小さいものも用意して、参加者の

方たちに持ち帰って貰いました。

今回は初めてナメコにも挑戦。1

本だけなのでどうなるか不安な

ところもありますが、うまくいけ

ば来年秋あたりから収穫できる

ようです。 

今日のボランティア体験講座の

一般参加者は４名。うち１名は２

５年度からの参加を希望されて

いました！ 

【ふりかえりより】 

・ふつうはできないシイタケのコ

マ打ち体験をさせていただいて

とても楽しかったです。 

2月1７日（日）  

備品管理 

９：３０～１５：００ 

◆参加者：岩尾、林、榊、川上、

鎌田、柴戸、中嶋、静間、川内、

迫 計 10 名 

内容：作業を備品整備班と道具棚

製作班に分けて、10 時予定のオ

リエンテーションもそこそこに

作業を開始しました。備品整備班

は、レクチャールームに広げたブ

ルーシートに倉庫の道具をすべ

て並べ、道具の点検・整備を行い

ましたが、剪定ばさみ、スコップ、

腕章の紛失がわかりました。また、

一部破損の「かけや」と「背負い

かご」の修理も行いました。点検

結果をもとに、道具リストの改訂

を行いました。一方、道具棚製作

班は、購入した合板や角材で地下

倉庫の中で、水をまき、埃を抑え

ながら午前中に棚の下段を製作

しました。土が固かったので支柱

を打ち込むのに苦労しました。さ

らに計算違いで支柱の打ち直し

をするハプニングや現場の状況

に合わせたりしたので、設計図と

は少し異なる製作物となりまし

た。午後からは全員で棚の上段を

小屋の外で作り、出来上がったと

ころで午前中に作った台に据え

付けました。慣れない木工作業で

したが、電動ドリルを使い、備品

の整理や管理に有効なりっぱな

道具棚が出来ました。完成した道

具棚に全員で備品を並べて作業

を終了しました。今後、倉庫入口

からの通路が段差があるので、か

さ上げし、さらに使いやすい倉庫

にする予定です。 

【ふりかえりより】 

・岩尾さん、設計から、材料購入、

総指揮おつかれさまでした。活動

はこんな基礎的なことがあって

成り立つのを感じます。（柴戸） 


